
一定の病気等にかかる
道路交通法の一部改正
（平成２６年６月１日から施行）

「一定の病気等」とは
自動車等の運転に支障を及ぼすおそれのある一定の症状を有する病気等

○統合失調症 ○てんかん ○そううつ病 ○アルコール・麻薬等中毒 ○認知症

○脳卒中関係 ○再発性失神 ○無自覚性低血糖症 ○重度の眠気を催す睡眠障害

○その他、自動車の安全な運転能力を欠く症状の者等

※上記の病気が必ずしも自動車等の安全な運転に支障を及ぼすとは限りません。

「一定の病気等」にかかる道路交通法の一部改正の概要
○ 免許の取得・更新の際、一定の病気等について書面で質問

されますので正しい回答をしてください。
※ この部分の虚偽記載や回答

は１年以下の懲役または３０万

円以下の罰金に！

質問票の内容により直ちに運転免許の取消し

等にはなりません。

○診断した医師による任意の届出制度

○運転免許の暫定的停止

(一定の病気等の疑いがあると認める場合）

○免許再取得時の試験の一部免除
一定の病気を理由として運転免許を取り消された方で、取消後３年以内に症状が改善

し、改たに運転免許を再取得する場合は学科・技能試験が免除(適性試験のみ）
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